
濠J団シュニティングスタT

「父と暮らせば」土演

「父 と暮 らせば」のT場 面干シュエテ ィングスタ
‐の過去の公演から

す
わ
こ
文
化
村

原
爆
に
人
生
を
狂
わ
さ

れ
た
父
子
の
姿
を
通
し
Ａ

人
間
愛
や
親
子
愛
を
描
い

た
作
家
井
上
ひ
さ
し
の
傑

作
劇

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

が
、
広
島
原
爆
記
念
日
の

一８
月
６
日
六
月
）
午
後
７

時
か
ら
、
岡
谷
市
長
地
権

現
町
の
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
で

上
演
さ
れ
る
。

諏
訪
地
方
を
申
心
に
活

動
す
る
ア
マ
チ

ュ
ア
劇
団

「
シ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ

ー
」
に
よ
る
二
人
芝
居
”

同
劇
団
が
１７
年
ほ
ど
前
か

，ら
地
道
に
続
け
て
き
た
公

演
を
、
「
感
動
あ
ふ
れ
る

文
化
企
画
を
通
じ
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
再
生

し
た
い
」
と
活
動
し
て
い

る
す
わ
こ
文
化
村

（毛
利

正
道
代
表
理
事
）
が
、
核

問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
＝
と
終
戦
か

ら
６７
回
目
の
夏
に
開
催
す

る
。シ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ

■
の
牧
野
内
俊
司
代
表

（
，５２
）
と
団
員
の
松
下
ち
ふ

み
さ
ん
（と
も
に
会
社
員
）

が
出
演
。
被
爆
し
た
娘

・

福
吉
美
津
江
の
前
に
ぶ
ら

り
と
現
れ
た
父

・
竹
造
。

原
爆
投
下
か
ら
３
年
が
た

っ
た
■
９
４
８
年
夏
の
広

島
を
舞
台
に
、
娘
と
父
の

４
日
間
を
井
上
ひ
さ
し
ら

し
く
ほ
の
ぼ
の
と
描
く
．

笑
い
や
涙
、
父
が
子
を
思

う
愛
な
ど
を
通
し
、
絶
望

の
中
か
ら
生
き
る
希
望
を

見
い
だ
し
て
い
く
ド
ラ
マ
。

松
本
市
や
諏
訪
地
方
の

学
校
、
図
書
館
な
ど
で
公

演
を
続
け
て
き
た
と
い
う

２
人
は

「昨
年
の
東
日
ｔ本

大
震
災
以
降
、
こ
の
作
品

の
力
を
よ
り
強
く
感
じ

る
。
市
井
の
人
が
原
爆
で

ど
う
変
わ

っ
て
い

っ
た

か
、
生
の
舞
台
を
通
じ
て

考
え
る
機
会
に
し
て
も
ら

え
た
ら
」
と
話
す
。

公
演
時
間
は
約
■
時
間

半

六
■
幕
４
場
）
。
参
加

費
は

一
般
千
円
、
学
生
５

０
０
円
。
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ

中
２
階
の
大
会
議
室
で
開

く
が
、
会
場
の
都
合
上
、

先
着
■
０
０
人
の
予
約
限

定
で
開
く
。
毛
利
代
表
は

「
人
類
の
長
い
歴
史
が
、

ゎ
ず
か
７０
年
の
核
開
発
で

壊
さ
れ
て
し
ま

！う
か
も
し

れ
な
い
今
こ
そ
ギ
多
く
の

人
に
こ
の
劇
を
見
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
」
と
来
場
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

予
約
や
問
い
合
わ
せ

は
、
す
わ
こ
文
化
村
六
電

４
…
。
６ ８
的
ヤ
一車
神
単
押
一
ヤ


